第　　　　号
平成　　年　　月　　日
国土交通大臣　殿

（○○○○協議会の代表者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住　　　所　　　　　　　

氏名又は名称
代表者名　　　　　　　　　　　　　㊞
平成　　年度観光圏整備事業費補助金交付応募書
平成　　年度観光圏整備事業費補助金　金　　　　　　円を交付されるよう、別紙関係書類を添えて応募します。
記

１．対象となる観光圏の区域     
２．補助対象事業名
　　　（例）○○を活かした広域的な体験メニューの充実による滞在力強化事業
３．観光圏整備費補助事業の着手及び完了予定日

平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日
	個別事業名
	補助対象経費(円)
	希望補助金額(円)

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合  計
	
	


４．別紙関係書類
１．協議会の実施体制
(1) 協議会の概要

	協議会名
	○○観光圏協議会
	協議会の代表者名：会長（　　　　　　　）

	事務所

所在地
	○○県○○市○○　　丁目　　―　　（○○館内１Ｆ）
	

	
	
	協議会設立時期（平成　　年　　月）

	構成員

	名　称
	代表者職名
	代表者名
	協議会の職名

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


(2)協議会の観光振興や地域振興などの活動実績

	


(3)事業全体の実施体制
	代表者（補助）
	
	主たる地方公共団体
	

	組　織　図
	


(4)住民その他関係者の意見を反映させるための仕組み
	


２．補助対象事業者の概要
	事業者の名称
	
	設立時期
	年　　月

	組織形態
	財団法人・社団法人・第３セクター・商工会議所・商工会・事業協同組合・生活衛生同業組合　　　　

	基金や資本金額等
	

	会員数･主な会員

（主な出資者）
	

	直近２ヶ年度の経常収支
	

	補助事業としての資金管理体制
	

	補助事業の監査体制
	


３．観光圏整備事業の目標

	①　整備しようとする観光圏の核となる個性や強みが分析されており、かつ、その強化を図るための方向性に係る目標（観光圏としてのブランドをどう確立していくかという観点で記入）

②　観光圏の実情に応じた明確な数値目標

単位

１９年（度）

２０年（度）

２１年（度）

２２年（度）

２３年（度）

２４年（度）

（　）

（　）

（　）

（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
　※括弧内には、外国人の内数を記載すること。

3 地域住民等を中心とする持続可能な観光まちづくりを主体とした継続的・自立的な活動体制を確立するための目標




４．社会資本整備事業等との連携

	①　社会資本整備事業等との連携内容



５．平成２０年度観光圏整備費補助事業の概要 
(a)観光旅客の宿泊に関するサービスの改善及び向上に関する事業
	No.
	個別事業名
	事業概要
	実施主体
	２０年度事業費

	a-1
	
	
	
	

	a-2
	
	
	
	


(b)観光資源を活用したサービスの開発及び提供に関する事業　
	No.
	個別事業名
	事業概要
	実施主体
	２０年度事業費

	b-1
	
	
	
	

	b-2
	
	
	
	


(c)観光旅客の移動の利便の増進に関する事業
	No.
	個別事業名
	事業概要
	実施主体
	２０年度事業費

	c-1
	
	
	
	

	c-2
	
	
	
	


(d)観光に関する情報提供の充実強化に関する事業
	No.
	個別事業名
	事業概要
	実施主体
	２０年度事業費

	d-1
	
	
	
	

	d-2
	
	
	
	


(e)その他の事業

	No.
	個別事業名
	事業概要
	実施主体
	２０年度事業費

	e-1
	
	
	
	

	e-2
	
	
	
	


６．観光圏整備事業実施に係る所要資金の額及び調達方法

(1)資金計画（平成２０年度）
	NO
	個別事業毎の事業費
	所要資金額
	調達方法

	
	
	希望補助金額　　　　　　
	補助率

（％）
	自己資金
	その他（自己資金以外の負担者）
	

	　
	
	　
	
	　
	　
	

	　
	　
	　
	
	　
	　
	

	　
	　
	　
	
	
	　　
	

	　
	　
	　
	
	　
	　　
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	　
	　
	　
	
	　
	　　
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	


(2)地方公共団体の負担計画
	年度
	地方公共団体名
	区分
	負担する対象名
	支出費目名称
	負担額（円）

	　20年度
	○○市
	①
	○○観光協会へ支出
	○○費
	

	
	○○市
	②
	○○旅館組合（泊食分離推進事業）へ支出
	
	

	
	○○市
	②
	宿泊施設バリアフリー化事業へ支出
	
	

	
	○○町
	③
	観光案内所及び公衆トイレ設置事業（観光圏整備実施計画；○○○市町村観光圏整備事業）
	
	

	合計
	　
	
	
	
	


· 「区分」については以下のとおりとし、該当する番号を記入すること。
①協議会の代表者に負担　

②観光圏整備事業の実施主体に負担する場合、また個別事業へ負担する場合
　③地方公共団体が、自ら観光圏整備事業（個別事業）を実施する場合
７．個別事業実施計画書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【事業No.a-３】

(1) 観光圏整備個別事業の概要

	観光圏整備事業名
	
	個別事業名
	

	実施主体名： 


(2) 個別事業の目標
	


(3) 平成２０年度の個別事業の計画
	実施体制
	別紙のとおり
	補助対象個別経費の区分

１宿泊魅力向上
２イベント開発
３商品企画開発・販売促進
４体験・交流・学習促進
５人材育成
６交通整備
７情報提供
８モニタリング
９その他

	実施時期（期間）
	平成　　年　　月～平成　　年　　月
	

	実施場所
	1 観光圏内の主要施設
②
③
	

	２０年度実施内容
	①事業化（商品化）に向けた市場調査

　・・・・・・

②商品モデル造成

・・・・・・・

③パンフレット(日・英・韓・中)・・・各２，０００部（合計８，０００部）
　・・・・・・・


＊個別事業の戦略性、計画性、実現性、魅力度、連携の度合等事業内容が観光圏の整備（形成）を促進する観点から明確に記入すること。

(4) 個別事業に関わる関係法令、条例等

	①　個別事業に関わる関係法令名及び条例名

②　関係法令（条例）への対応方法




(5)取得予定財産の管理体制(取得予定価格が50万円を越える機械及び重要な器具に限る。)
	取得予定の資機材名
	取得予定財産の管理者及び管理場所

	
	


(6) 平成２０年度資金計画（個別事業）
	個別事業経費
	所要資金額
	内　　容

	
	単　価
	数　量
	単位
	概　　　算
	

	　
	　
	　
	　
	
	

	　
	　
	　
	　
	
	

	　
	　
	
	　　
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	合計 
	
	


（注１）「個別事業経費」とは、会議費、謝金、会場借上費、通信運搬費、消耗品費、備品費、印刷製本費、改修費、雑役務費、委託費等、その他の経費をいう。
（注２）「所要資金額」とは、当該事業を遂行するために必要な資金をいう。

（注３）「内容」とは、取得予定財産が50万円を越える機械及び重要な器具の内容をいう。

(7) 平成２０年度の当該事業収入予定金額
	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円


添付書類
















































